
介護職員を対象にモチベーション・能力への自信に対してのアンケートを実施。その後SPI3を使用して性格・
志向・仕事感の評価、介護知識テストを実施して現在の状況を可視化。
個人別の結果と統計結果をそれぞれに配布し、管理職側には職員の個人別結果も合わせて共有する。
配布後に再度アンケートを実施し、それらのデータがどのように変動したかをモニタリングを行う。

客観指標による自己理解が勤務・学習意欲に及ぼす
影響について

社会福祉法人博寿会 特別養護老人ホーム やすらぎの里

生産性向上を目的としたコミュニケーションコストとマネジメントコスト改善のために”理解する”と”教える”
ことに対してのアプローチを実施。
管理職側と一般職員の間の考え方のすれ違いに対して客観的評価で可視化する事で、問題点の認識を揃え根拠
を持った教育環境を整えることで生産性の向上を図る。

事務長／ 服部真吾

法人・事業所名

職種・発表者

3
事例研究

0101 取り組んだ課題

本人の自信と実際の知識量についてギャップの多い職員が多数見られ、特に技能実習生や経験年数の長い有資
格者に多い傾向が見られた。また全体の統計結果を可視化して今の自分と周囲の比較をすることで、自信や意
欲が低下したり向上したりといった変化が見られた。
知識テストの平均点が想定より低かったことから、基本的な用語の理解力を上げることでコミュニケーション
コストの改善に繋げていけるのではないかと思われた。

今後の課題
能力軸の評価内容が簡易なテストのみとなっている為、精度は高いとは言えない。知識項目の評価や技術面の
評価の追加等も検討していく必要がある。
性格・仕事感に関わる評価については、リーダー層がマネジメントし易くなる効果が期待されるが、数値化で
きるものではないことから効果の判定方法について検討していく必要がある。
可視化した評価データを基に、職員にあったアプローチ方法のプロセスを作成する事で属人化しない再現性の
高い教育プログラムを作成していく。

～コミュニケーションコスト・マネジメントコストの視点から生産性向上を
考える～

具体的な取り組み02

活動の成果と評価03

04

※参考資料
介護の特定技能評価試験学習テキスト（日本介護福祉士会）

適性検査SPI3（リクルートマネジメントソリューションズ）









→計画書・記録業務のペーパーレス化

→巡視時間の削減、センサー感知時の状況確認動線の削減

→申し送り・業務連絡の工数削減とペーパーレス化

→全職員への情報伝達速度の向上、移動動線の削減

→担当者会議・委員会議事録等の事前記入等の手間削減

→移乗・排泄介助時の介護負担軽減



→研修にかかる費用の全額施設負担。（実務者研修、主事任用資格等）

→主となる資格以外にも資格手当を支給（介護支援専門員等）

→清掃、車椅子等の修理、備品在庫管理等の間接業務時間削減

→法定研修資料作成の手間削減、学習機会の拡大

→総業務時間、残業時間等の状況の可視化



情報伝達や意思疎通を行う
ために必要な時間や労力・
精神的負担

部下に仕事を任せるために
必要な時間や労力・精神的
負担





・コストパフォーマンスを
上げる為の基礎を作る



→特養介護職員を対象にGoog l e  F o rmにてアンケートを実施
現在の状況を確認

→SP I評価・介護知識テストを職員個別に実施。

→評価結果の個表を配布、統計データの公表

→最初に行ったアンケートを再度行い、変化の有無を確認する









・問題数：60問 制限時間：30分
・テキストから抜粋した記述式テスト ・性格、志向、仕事感を評価するテスト

・所要時間：35分程度
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自分自身の客観的な評価を確認する事で、今の自分に対する理解
を深める

周囲の状況を知る事で、集団の中での自分の状況を認識する

部下の状況を把握し、個々にあった働きかけを考える材料にする



・全体の総計情報
・アンケート・テストの個人結果等 ・部下の個人性格・志向調査、個人票

・個人が把握できる統計情報

・部署全体の中で、自分の現在の
位置を認識する。

・自分の特徴を言語化し、自己覚
知を促す。

・部署の部下の状況を一覧で把握。

・職員に合ったアプローチに活用







職員のモチベーション
要素としては、“安
定”、“親和”、“金銭”、
“専門性”の順で多い。

点数と全体の分布に
よって、知識に対して
自信が低下したり、向
上したりした。

知識や技術に対しての
自信に対して実力が追
いついていない。

知識レベルの向上によ
るコミュニケーション
のパフォーマンス向上
が見込める

職員によって意欲値が
低下・向上する等様々
な傾向が見られた。

“専門性”を高めるだけ
では無く、他の要素に
対してもアプローチが
必要。
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